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 [キーワード： ウイルス感染，USBメモリ] 
1. はじめに 



































名前 検出数 特徴 
図 1 月別のウイルス検知数 








Mal_Otorun1 380 USB 感染 
HTML_IFRAME.AZ 46 改竄されたWebページ閲覧











のうち実に 46％を占めている。図 3 にこれら 2 種の
ウイルスの検知数を月別に集計したものを示す。5月
以降は夏期休暇の 8月を除き 30 件以上の検知が続い
ている。トレンドマイクロ社のウイルス感染被害レポー
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高度情報研究教育センターでは学内の教職員に対してウ
イルス対策ソフトを導入してもらうべく導入状況の調査
を行った。その結果，80%程度の教職員から導入済みとの
報告があった。学生に関してはOSのアップデートといっ
た対策に加えて低価格や個人利用では無料で利用できる
ウイルス対策ソフトの情報を提供し，コストの負担を低
く抑えながらもセキュリティを向上させる方法をより積
極的に啓発活動を進める必要がある。 
USB 感染タイプのウイルス 
3. 考察 
知数は7月に最大の135になっている。7
検知されていたのは”HTML_IFRAME.AZ”で
ている。さらに詳しくログを確認すると，
が集中している。これはウイルスが仕組ま
ジを利用者がアクセスし，それを集中的に
本稿では，セ
検出したウイル
染タイプのウ
ウイルス対策
「利用してい
すれば他の人
